
































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
熱伝導率は高性能グラスウール16K（約0.038W/(m・K)）、合板（約0.15）、軽量コンクリ
ート（約0.7）、ガラス（約1.0）、ステンレス鋼（約16）の順に大きくなる。

●問題Ⅲ-2
正解は③
並列の風下開口の合計有効面積は50＋50＝100cm2である。風上開口100cm2との直列合成面
積は100/√2≒70.7cm2となり、約71cm2となる。

●問題Ⅲ-3
正解は①
木材腐朽菌は、呼吸と増殖のために遊離酸素を不可欠とする好気性菌（真菌類）である。
酸素の存在しない環境でしか生育できない嫌気性菌とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は④
高圧水銀ランプの発光効率（約40〜60lm/W）は、白熱電球の一種であるハロゲンランプの
発光効率（約15〜25lm/W）よりも高い。低いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は④
音響透過損失TLは透過率τに対してTL＝10 log10(1/τ)で表されるため、音の透過率が高
い壁体ほど音響透過損失は小さくなる。大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は①
睡眠時における体表面積1.7m2の成人男子の代謝率は、基礎代謝量に近い約60〜70W（約
0.8met）程度である。100W程度とする記述は過大で不適切である。

●問題Ⅲ-7
正解は②
パン形吹出口は天井面に設置され、円形板に気流を衝突させて水平全周に吹き出す吹出口
である。風向を可変できる首振りノズル形とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-8
正解は②
換気による水分排出量は100×1.2×(8−3)＝600g/hである。これに除湿機による除湿量
50g/hを加算することで、室内水蒸気発生量は650g/hと求まる。

●問題Ⅲ-9
正解は②
圧縮式冷凍サイクルにおいて圧縮過程は2→3、蒸発過程は1→2である。成績係数（COP）
は圧縮仕事(h3−h2)に対する冷凍効果(h2−h1)の比で表される。

●問題Ⅲ-10
正解は②
シリカゲルや活性アルミナ等の固体吸着剤を用いる方式は吸着式除湿装置である。液体の
吸収剤による化学反応や溶解を利用する吸収式除湿装置とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は③
強制循環給湯方式において循環ポンプは、湯温が低下した返湯管の末端側（貯湯槽の手
前）に設置して槽内へ還流させる。貯湯槽直後の給湯管に設置する記述は不適切である。

●問題Ⅲ-12



正解は①
風力発電において風が持つ運動エネルギーおよび発電出力は、風速の3乗に比例する（ベ
ッツの法則）。風速の2乗に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
感染症が成立するための3要件は、「感染源（病原体）」「感染経路」「感受性宿主（宿
主の免疫力）」である。気温を3要件の1つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は②
合成騒音73dBから暗騒音70dBへの増加量Dは3dBである。図よりD＝3dBのときLA−LB＝0dBと
なるため、工作機械単独の騒音レベルは暗騒音と同じ70.0dBである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
在郷軍人大会での集団肺炎の原因菌は、冷却塔水等で繁殖した細菌「レジオネラ属菌」で
ある。カビの一種であるクラドスポリウムとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は②
寒冷環境では体温維持のため末梢血管が収縮し、体内深部と表層部の温度差が拡大する。
温暖環境において内外の温度差が大きくなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
活性炭等の吸着剤は、常温において分子量が小さく低沸点の一酸化炭素（CO）をほとんど
物理吸着できない。一酸化炭素に対して効果があるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は②
水質汚濁防止法の一律排水基準（生活環境項目）にはpH、BOD、COD、SS、大腸菌群数等が
規定されているが、溶存酸素量（DO）の基準値は定められていない。

●問題Ⅲ-19
正解は④
硝酸性窒素は窒素原子が最高酸化状態（+5価）にあるため、酸性過マンガン酸カリウム等
の酸化剤で酸化されず、COD成分としては検出されない。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
接触ばっ気法は、槽内に固定した接触材表面の付着生物膜によって有機物を分解処理する
生物膜法の一種であり、浮遊活性汚泥法のような汚泥返送を行わない。

●問題Ⅲ-21
正解は③
単一の反応槽内で汚水の流入、ばっ気、沈殿、上澄水排出の各工程を時間的サイクルで繰
り返す方式は回分式活性汚泥法である。標準活性汚泥法とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は①
フォストリップ法は、活性汚泥からリンを嫌気条件下で再溶出させ、石灰沈殿等により分
離・除去するリン除去技術であり、窒素除去技術ではない。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
汚泥固形物量は濃縮前後で不変である。初期含水率99.5%の汚泥20m3中の固形分は0.1m3と
なり、5m3に濃縮後の固形分率は2%（含水率98.0%）となる。



●問題Ⅲ-24
正解は②
家電リサイクル法では、小売業者に排出機器の引取義務、製造業者等に再商品化義務を課
し、排出者（消費者）が所定の収集運搬・再商品化費用を負担する。

●問題Ⅲ-25
正解は①
リサイクルはマテリアル、ケミカル、サーマルに大別される。マテリアルリサイクルは素
材・原材料として再利用する。平成24年度のペットボトル回収率は90.4%である。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
メタン発酵は嫌気性複合微生物系により、高分子有機物の加水分解、低級脂肪酸への酸生
成、水素・酢酸生成、メタン生成の諸過程が連続して進行する。

●問題Ⅲ-27
正解は③
特別管理一般廃棄物であるばいじん（飛灰）の中間処理方法は、セメント固化、薬剤処理
（キレート剤）、溶融固化、酸抽出等と規定されており、焼成は含まれない。

●問題Ⅲ-28
正解は②
元素組成は炭素50mol、水素80mol、酸素20molである。Cの完全燃焼に50mol、Hに20molの
酸素が必要であり、含有酸素10molを差し引くと理論酸素量は60molとなる。

●問題Ⅲ-29
正解は④
廃棄物処理法に基づく焼却施設の維持管理・技術基準において、連続測定および記録が義
務付けられている排ガス成分は一酸化炭素（CO）であり二酸化炭素ではない。

●問題Ⅲ-30
正解は①
畳や布団等の繊維性粗大ごみは、回転衝撃式では絡みつきや閉塞を起こすため、強力に切
り刻む低速回転の二軸せん断式破砕機を用いて処理する。

●問題Ⅲ-31
正解は②
安定型最終処分場においても、有害物質の混入事故等を監視するため、浸透水や処分場敷
地の境界上流・下流における地下水の定期的な水質分析が義務付けられている。

●問題Ⅲ-32
正解は④
最終処分場の遮水工は、埋立地底部および法面から浸出水が地下水へ漏洩するのを防止す
る設備であり、底面・側面遮水工の設置が基準省令で義務付けられている。

●問題Ⅲ-33
正解は④
活性炭吸着法は、水中の微量なダイオキシン類を活性炭の微細孔表面に物理吸着させて捕
捉・除去する高度処理技術であり、ダイオキシン類を化学分解するものではない。

●問題Ⅲ-34
正解は③
災害廃棄物の選別に当たっては、迅速な処理完了のみを優先するのではなく、資源の有効
利用や最終処分量の最小化、環境保全を総合的に勘案して処理方針を策定する。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤



PFI事業における官民のリスク分担の基本原則では、民間事業者が予見・制御できない法
改正リスクや地域住民対応リスクは公共側（官）が負担する。


